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（株）信光社

安茂里地区
世帯数と人口
（８月１日現在）

世帯数
総人口
男
女

9,093戸
21,155人
10,140人
11,015人

杏仁

　
安
茂
里
地
区
に
は
地
域
公
民
館

が
18
館
あ
り
、
区
民
の
よ
り
身
近

な
公
民
館
と
し
て
多
彩
な
行
事
や

館
報
作
り
に
勤
し
ん
で
い
る
。
ま

た
安
茂
里
公
民
館
も
住
自
協
の
指

定
管
理
２
年
目
を
迎
え
、
両
公
民

館
が
共
に
手
を
携
え
て
地
域
の
社

会
教
育
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
折
、
我
が
国
第
１
号

の
公
民
館
が
木
曽
郡
南
木
曽
町
妻

籠
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
り
、
教

育
文
化
部
と
安
茂
里
公
民
館
共
催

で
妻
籠
公
民
館
へ
の
研
修
会
を
実

施
し
た
。
戦
後
、
民
主
主
義
社
会

を
め
ざ
し
、
昭
和
21
年
７
月
５
日

文
部
次
官
通
牒
に
よ
り
全
国
に
公

民
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
妻
籠
公
民
館
は
、

わ
ず
か
２
か
月
後
の
９
月
８
日
に

は
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。
設
立

時
期
が
早
い
遅
い
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
公
民
館
職
員
た
ち

は
当
時
寂
れ
た
宿
場
町
を
見
直
し
、

地
域
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
宿
場

保
存
に
向
か
っ
た
。
そ
の
結
果
全

国
に
先
駆
け
た
町
並
み
保
存
運
動

と
な
り
、
日
本
初
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
域
と
し
て
今
に

至
っ
て
い
る
。
前
教
育
長
の
遠
山

高
志
さ
ん
の
説
明
の
中
で
、
「
町

並
み
保
存
の
成
否
は
、
リ
ー
ダ
ー

と
そ
れ
に
続
く
人
々
の
信
念
に
か

か
っ
て
い
る
。」
と
の
言
葉
が
耳

に
残
っ
た
。
帰
路
、
各
公
民
館
長

に
と
っ
て
、
安
茂
里
地
区
の
良
さ

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、
貴
重
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

　
日
本
で
初
め
て
公
民
館
活
動
が

行
わ
れ
始
め
た
地
、
『
妻
籠
』
で

の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
妻
籠
で
公
民
館
活
動
を

始
め
た
初
期
は
、
「
若
者
に
よ
る

集
い
」
が
中
心
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
後
「
地
域
の
活
性
化
」

を
目
的
と
し
た
活
動
に
変
化
し
て

い
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
個
人

的
に
は
、
当
時
の
能
動
的
（
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
）
活
動
と
現
在
の
受

動
的
活
動
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
ま
し
た
が
、
地
域
の
輪
・
地

域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
で
は
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
初
心
に
帰
っ
て

地
域
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
た
１
日
で
し
た
。

　
妻
籠
宿
は
日
本
で
最
初
に
公
民

館
が
創
立
さ
れ
て
、
そ
の
活
動
が

大
き
な
力
と
な
り
今
日
の
文
化
財

と
し
て
の
妻
籠
宿
の
発
展
が
あ
る

と
聞
き
、
住
自
協
と
安
茂
里
公
民

館
共
催
の
「
妻
籠
研
修
会
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
暑
い
日
差
し
の
な
か
、

日
本
人
よ
り
外
国
の
方
の
方
が
多

い
と
思
わ
れ
る
賑
わ
い
で
、
昔
の

宿
場
町
の
家
並
み
や
周
り
の
自
然

の
豊
か
さ
に
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

　
妻
籠
で
は
い
ち
早
く
公
民
館
が

開
か
れ
、
当
初
は
演
劇
活
動
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
村
政
や
た

ま
た
ま
疎
開
し
て
い
た
文
化
人
等

の
影
響
を
う
け
活
発
な
活
動
の
な

か
で
、
民
俗
資
料
の
収
集
を
し
た

こ
と
が
妻
籠
宿
の
保
存
に
結
実
し
、

今
の
街
並
み
に
繋
が
っ
た
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
私
た
ち
大
門

公
民
館
の
活
動
に
と
っ
て
も
、
大

変
参
考
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　
例
年
に
な
く
早
い

梅
雨
明
け
宣
言
に
、

６
月
中
か
ら
暑
中
見

舞
い
の
あ
い
さ
つ
が

飛
び
交
う
今
夏
、
激

甚
災
害
指
定
を
受
け

た
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
甚

大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

体
温
よ
り
も
高
い
40
℃
超
え
と
い

う
驚
異
的
な
気
温
に
、
近
年
地
球

規
模
で
発
生
す
る
異
常
気
象
を
実

感
す
る
。
▼
被
災
地
の
西
日
本
も

含
め
、
そ
の
後
の
全
国
的
な
酷
暑

に
よ
る
熱
中
症
が
大
問
題
と
な
り
、

各
地
で
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
夏

休
み
の
延
長
、
炎
天
下
で
の
野
良

仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
の
自
粛
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
等
と
、
生
命
維
持

の
た
め
「
自
分
の
体
は
自
分
で
守

る
」
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

▼
雨
一
滴
も
降
ら
ず
、
朝
か
ら
う

な
ぎ
上
り
に
気
温
だ
け
が
上
が
る

様
は
、
会
う
人
同
士
「
暑
い
、
熱

い
」
の
大
合
唱
で
あ
り
、
今
年
は

ま
さ
に
水
不
足
の
夏
が
予
想
さ
れ

る
。
人
間
は
も
と
よ
り
田
畑
の
農

作
物
、
電
力
や
工
業
用
水
等
、

様
々
な
方
面
に
被
害
を
及
ぼ
し
そ

う
だ
。
▼
そ
ん
な
時
人
々
が
乞
い

願
う
の
は
、
天
か
ら
の
恵
み
の
雨
。

か
つ
て
こ
こ
安
茂
里
の
村
々
に

と
っ
て
も
、
戸
隠
神
社
の
お
種
池

か
ら
貰
っ
て
く
る
九
頭
竜
権
現
の

功
徳
が
あ
る
と
い
う
、
雨
乞
い
用

の
種
水
の
出
番
と
な
ら
な
い
よ
う

願
う
ば
か
り
だ
。

妻籠宿を歩く

妻
籠
研
修
を
終
え
て

　　
　
　
　
差
出
中
公
民
館
長

市
川 

直
久

妻
籠
宿
に
行
っ
て
み
て

　　
　
　
　
大
門
公
民
館
長

平
坂 

公
一

安
茂
里
地
域
公
民
館
と
の
連
携

～
日
本
最
初
の
妻
籠
公
民
館
見
学
を
通
し
て
～
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犀
北
第
二
団
地
公
民
館
だ
よ
り

　
　
犀
北
第
二
団
地
公
民
館
長

　
丸
山
　
学

　
犀
北
第
二
団
地
公
民
館
は
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
毎
年
い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
５
月
の
安
茂
里
地
区
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
へ
の
参
加
に
始
ま
り
、

６
月
に
は
、
区
民
日
帰
り
小
旅
行
。

今
年
は
24
日
（
日
）
に
、
今
ま
で

出
か
け
た
事
が
な
か
っ
た
鹿
教
湯

温
泉
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
行
く

途
中
で
、
生
島
足
島
神
社
に
立
ち

寄
り
、
偶
然
居
合
わ
し
た
宮
司
の

方
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
生
島
足
島
は
、
生
島
神
と

足
島
神
の
二
神
が
祀
ら
れ
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
万
物
に
生
命
力

と
満
足
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い

る
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
教
湯
温
泉
で
は
、
お
昼

を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
の
親
睦
を

図
り
、
カ
ラ
オ
ケ
等
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
行
事
予
定
は
、
10
月
に

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
12
月
に

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
、
１
月
に

ど
ん
ど
焼
き
と
人
権
啓
発
研
修
会

を
行
う
予
定
で
す
。

　
「
館
報
こ
む
ら
さ
き
」
は
、
年

２
回
発
行
し
、
地
域
や
公
民
館
活

動
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
公
民
館
活
動
が
盛
り
上
が

る
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
切
な
交
流
の
場

　
　
　
杏
花
台
公
民
館
長
　
鹿
山
邦
夫

　
杏
花
台
公
民
館
は
、
年
に
四
つ

の
行
事
の
主
催
者
と
し
て
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
「
日
帰
り
バ
ス
の
旅
」

を
実
施
。
行
き
先
は
、
安
曇
野
・

大
町
温
泉
郷
で
し
た
。
安
曇
野
ス

イ
ス
村
で
は
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス

の
試
飲
を
楽
し
み
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
も
し
ま
し
た
。
穂
高
神
社
で
は
、

８
の
字
型
を
描
く
よ
う
に
３
回
く

ぐ
る
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
を
試
み

ま
し
た
。
「
緑
の
葉
は
生
命
力
の

源
で
あ
り
、
災
難
除
け
に
な
る
」

と
の
こ
と
で
す
。
黒
部
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
の
入
浴
後
の
昼
食
で
は
、

ビ
ー
ル
・
お
酒
な
ど
を
酌
み
交
わ

し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
良
い

天
気
に
恵
ま
れ
た
一
日
で
、
行
き

と
帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
納
涼
盆
踊
り
大
会
は
、
毎
年
８

月
14
日
に
育
成
会
主
催
で
開
催
。

太
鼓
打
ち
・
打
ち
上
げ
花
火
で
始

ま
り
、
踊
り
の
輪
が
で
き
ま
す
。

育
成
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ス
イ

カ
割
り
や
花
火
大
会
も
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
行
事
は
、「
文
化
講
演
会
」

と
「
文
化
展
」
で
す
。
「
文
化

展
」
は
11
月
の
開
催
で
、
昨
年
は

出
品
者
47
名
、
91
点
の
作
品
を
展

示
。
絵
画
・
版
画
・
書
・
木
彫
・

写
真
・
工
芸
・
手
芸
・
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
な
ど
様
々
で
す
。

　
い
ず
れ
の
行
事
も
、
皆
様
の
ご

協
力
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

育
成
会
や
長
生
会
と
の
連
携
の
場

面
も
多
く
、
区
民
の
大
切
な
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
柴
台
公
民
館
だ
よ
り

　
　
　
平
柴
台
公
民
館
長
　
青
木
哲
郎

　
平
柴
台
は
安
茂
里
18
地
区
の
中

で
世
帯
数
は
下
か
ら
二
番
目
の
こ

じ
ん
ま
り
と
し
た
団
地
で
、
発
足

以
来
45
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
発
足
当
時
は
働
き
盛
り
の
世
代

が
中
心
を
占
め
、
子
供
の
数
も
多

く
、
活
気
あ
ふ
れ
る
公
民
館
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
多

分
に
漏
れ
ず
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
昨
今
は
、
公
民
館
活
動
の

中
心
的
行
事
だ
っ
た
運
動
会
は
過

去
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
16
年
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

団
地
内
の
遊
園
地
を
会
場
と
す
る

観
桜
会
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し

た
行
事
と
し
て
支
持
を
集
め
、
毎

年
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
続
い
て
い

る
夏
祭
り
は
、
世
代
間
交
流
の
貴

重
な
行
事
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
住
民
の
自
主
的
な
グ
ル

ー
プ
活
動
に
は
公
民
館
が
助
成
金

を
交
付
し
て
側
面
か
ら
支
援
す
る

形
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
グ
ル
ー

プ
の
数
は
ス
ポ
ー
ツ
と
文
芸
を
中

心
に
八
を
数
え
、
規
模
の
小
さ
な

団
地
と
し
て
は
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
柴
台
で
は
毎
年
館
長

以
下
公
民
館
役
員
が
全
員
交
代
し

ま
す
。
年
ご
と
に
持
ち
味
が
異
な

る
、
特
色
あ
る
公
民
館
活
動
が
団

地
発
足
以
来
の
伝
統
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

地
域
公
民
館だよ

り
②

鹿教湯温泉旅行

穂高神社「茅の輪くぐり」前で
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葉桜でも盛況だった観桜会

初
級
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座

～
長
野
マ
ラ
ソ
ン
を
め
ざ
そ
う
！
～

◆
日
時
　
①
９
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
②
10
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
③
10
月
23
日
（
火
）

◆
時
間
　
夜
７
時
～
９
時

◆
申
込
　
９
月
３
日
～

※
詳
細
は
公
民
館
へ
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平
成
30
年
度
の
公
民
館
講
座
も

前
半
が
過
ぎ
、
好
評
の
う
ち
に
各

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
実
施
し
た
い
く
つ
か
の
講
座

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
講
座
参
加
の
参
考
に

な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
戸
隠
神
社
の

　
　
　
柱
松
神
事
見
学
会

　
今
年
の
地
域
教
養
講
座
で
は
、

７
月
８
日
に
戸
隠
神
社
中
社
で
行

わ
れ
た
３
年
に
一
度
の
柱
松
神
事

の
見
学
会
を
行
っ
た
。
戸
隠
信
仰

の
元
で
あ
る
修
験
道
の
神
事
で
、

近
世
ま
で
続
い
て
き
た
も
の
で
あ

る
が
、
明
治
期
に
な
っ
て
廃
仏
毀

釈
に
よ
り
途
絶
え
て
い
た
神
事
で

あ
っ
た
も
の
が
、
『
戸
隠
山
大
権

現
縁
起
』
（
１
７
３
６
）
等
の
古

文
献
を
参
考
に
、
平
成
15
年
に
復

活
し
た
行
事
で
あ
る
。
奥
社
・
中

社
・
宝
光
社
と
銘
う
っ
た
３
体
の

柱
松
は
、
五
穀
豊
穣
・
天
下
泰

平
・
商
売
繁
盛
を
占
う
火
祭
り
で
、

木
や
根
曲
が
り
竹
で
作
ら
れ
た
３

体
の
柱
に
火
を
つ
け
て
、
燃
え
方

や
倒
れ
た
方
向
に
よ
っ
て
今
年
の

世
情
を
占
う
。

　
当
日
は
時
々
小
雨
も
降
る
天
候

で
あ
っ
た
が
、
宝
物
館
で
開
催
中

の
柱
松
神
事
の
企
画
展
を
見
た
後
、

火
祭
り
神
事
の
見
学
と
な
っ
た
。

白
装
束
の
行
者
が
ほ
ら
貝
を
吹
く

中
、
火
打
石
で
柱
松
の
根
元
に
点

火
さ
れ
た
。
湿
気
っ
て
い
る
た
め

付
き
に
く
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

３
体
と
も
に
点
火
で
き
る
と
観
衆

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
来
年
は
、
国
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
飯
山
市
小

菅
の
柱
松
神
事
が
行
わ

れ
る
。
こ
ち
ら
は
、
戸

隠
と
は
違
っ
た
古
い
形

態
の
柱
松
神
事
が
繰
り

広
げ
ら
れ
の
で
、
ま
た

期
待
し
た
い
も
の
だ
。

　
四
季
の
和
菓
子
作
り（
夏
）

　　
今
年
新
た
に
開
設
し
た
講
座
に
、

地
元
伊
勢
宮
の
「
旬
彩
菓
　
た
む

ら
」
田
村
康
博
店
主
に
よ
る
四
季

の
和
菓
子
作
り
講
座
が
好
評
を
得

て
い
る
。
四
季
毎
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
た
和
菓
子
の
作
り
方
を
伝
授
い

た
だ
け
る
と
あ
っ
て
、
受
付
開
始

後
す
ぐ
に
希
望
者
で
埋
ま
っ
て
し

ま
う
状
況
だ
。
年
４
回
の
開
催
で
、

店
主
自
ら
に
指
導
い
た
だ
け
る
機

会
は
め
っ
た
に
な
い
か
ら
、
受
講

者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
と

な
っ
て
い
る
。

　
第
１
回
目
は
５
月
14
日
に
夏
の

和
菓
子
と
し
て
、
涼
し
げ
な
「
水

よ
う
か
ん
」
「
く
ず
き
り
」
「
上

生
菓
子
」
の
３
つ
を
各
自
が
作
り
、

参
加
費
以
上
の
完
成
品
を
満
足
し

て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
材

料
費
５
０
０
円
の
み
で
は
と
て
も

無
理
な
分
、
た
む
ら
さ
ん
に
は
大

変
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
２
回
目
は
秋
の
和
菓
子
作
り
を

先
日
８
月
27
日
に
実
施
し
、
３
回

目
は
10
月
15
日
（
冬
）
、
４
回
目

は
12
月
３
日
（
春
）
と
開
催
さ
れ

る
の
で
ご
期
待
を
。
各
回
と
も
に

調
理
室
の
テ
ー
ブ
ル
数
の
関
係
で
、

24
名
ず
つ
の
募
集
と
な
る
。

　
企
業
を
訪
ね
て
①

　
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど

好
評
の
「
企
業
を
訪
ね
て
①
」
が

７
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
食
品
関

連
企
業
の
訪
問
が
実
施
さ
れ
た
。

身
近
で
目
に
す
る
企
業
が
多
く
、

実
際
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て

い
る
の
か
興
味
の
沸
く
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
訪
問
し
て
み
る
と
食
品

生
産
工
場
で
あ
る
た
め
安
全
・
安

心
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
衛
生
管
理
に

は
こ
と
さ
ら
気
を
配
っ
て
い
た
。

近
代
化
さ
れ
た
最
新
設
備
の
も
と
、

従
業
員
は
衛
生
白
衣
に
身
を
包
み
、

見
学
者
も
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
っ
て

説
明
に
聞
き
入
っ
た
。

　
凍
み
豆
腐
等
の
み
す
ず
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
き
の
こ
の
ホ
ク
ト
、

味
噌
の
マ
ル
コ
メ
、
食
品
素
材
と

な
る
粉
乳
製
造
の
和
光
食
品
の
４

社
で
得
た
食
の
安
全
・
安
心
に
徹

し
た
企
業
努
力
に
は
感
心
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
２
回
目
は
、
10
月
12
日
（
金
）

に
実
施
す
る
、
新
聞
社
・
放
送
局

等
の
情
報
関
連
企
業
巡
り
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

第
44
回
安
茂
里
地
区

　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　
　

―
競
技
結
果
―

　
6 

月
22
日
（
金
）

　
☆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
大
門
公
園
）

　

優　

勝　
　
　

平　

柴

　

準
優
勝　
　
　

安
茂
里

　

３　

位　
　
　

信　

更

　
　
　
　
　
　
　

小
田
切

　
柱
松
に
点
火

四季の和菓子作り

企業を訪ねて

公
民
館
講
座

　
　
の
紹
介
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生
活
文
化
講
座

◎
川
中
島
合
戦
に
い
ざ
出
陣

　
日
　
時
　
9
月
28
日(

金)

　
　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
９
月
７
日(
金)
～

◎
企
業
を
訪
ね
て
②

　
日
　
時
　
10
月
12
日(

金)

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

　
定
　
員
　
20
名

　
申
　
込
　
９
月
21
日(

金)

～

※
①
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、
②
へ

　
の
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
四
季
の
和
菓
子
作
り
③
（
冬
）

　
日
　
時
　
10
月
15
日(

月)

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
定
　
員
　
24
名

　
申
　
込
　
９
月
25
日(

火)

～

◎
楽
し
く
歌
お
う
愛
唱
歌
②

　
日
　
時
　
11
月
９
日(

金)

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

　
定
　
員
　
１
０
０
名

　
申
　
込
　

安
茂
里
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
　
　
　
10
月
19
日(

金)

～

そ
の
他
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
　
　
　
10
月
26
日(

金)

～

　
な
か
よ
し
広
場

◎
楽
し
く
遊
ぼ
う

　
②
「
絵
の
具
で
お
絵
描
き
」

　
　
日
　
時
　
９
月
12
日(

水)

　
③
「
ミ
ニ
運
動
会
」

　
　
日
　
時
　
10
月
10
日(

水)

　
　
　
　
　
　
各
回
午
前
10
時
～

　
杏
の
里
教
室

◎
ツ
ボ
健
康
法

　
　
日
　
時
　
９
月
６
日(

木)

　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
定
　
員
　
20
名

　
　
申
　
込
　
８
月
23
日(

木)

～

　
特
別
講
座

◎
や
さ
し
い
経
済
入
門
講
座

　
④
「
ア
ジ
ア・ア
フ
リ
カ・中
南
米・

中
東
な
ど
の
開
発
途
上
諸
国
」

　
　
日
　
時
　
９
月
13
日(

木)

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

◎
古
文
書
に
み
る
安
茂
里

　
③
「
災
害
」

　
　
日
　
時
　
９
月
20
日(
木)

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

◎
煙
と
親
し
む
（
お
香
と
燻
製
）

　
①
「
線
香
を
練
っ
て
の
香
作
り
」

　
　
日
　
時
　
9
月
12
日(

水)

　
②
「
香
り
を
楽
し
む
」

　
　
日
　
時
　
9
月
19
日(

水)

　
　
申
　
込
　
8
月
23
日(

木)

～

　
③
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
」

　
　
日
　
時
　
10
月
17
日(

水)

　
④
「
ス
モ
ー
ク
チ
キ
ン
作
り
」

　
　
日
　
時
　
10
月
24
日(

水)

　
　
申
　
込
　
9
月
26
日(

水)

～

　
　
定
　
員
　
各
24
名

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

※
①
と
②
、
③
と
④
は
同
じ
方
の

　
参
加
と
し
ま
す
。

　
安茂里地区成人祝賀式のご案内

　日　時　　平成31年１月３日（木）13時から15時（12時30分受付開始）
　　場　所　　安茂里公民館（安茂里総合市民センター）
　　対象者　　平成10年４月２日から平成11年４月１日の間に生まれた方
　　　　　　　・対象者のうち安茂里地区に住民登録されている方には、11月中旬に案内状を送付します。
　　　　　　　・対象者のうち安茂里地区外に住民登録されている方については、下記の該当調査票に記入して
　　　　　　　　安茂里公民館または各地区公民館長へ提出してください。それにより案内状を送付します。
　
　運営委員を募集　　毎回、新成人の中から10名程の運営委員を選出して祝賀式を運営しています。
　　　　　　　　　　運営委員を希望される方は、安茂里公民館または各地区公民館長にお申し出ください。

　
コピーまたは、切り取って安茂里公民館（FAXでも可）または各地区公民館長へ提出願います。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切　り　取　り　線 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 安茂里地区成人祝賀式該当者調査票

　　　　　　　　　　　 公民館長様　

　

　※本人が就学、就職などで住民票を安茂里地区外に異動している場合にはこの調査票を提出してください。
　　（この個人情報は、成人式以外には使用しません)

成人者氏名 性別 生年月日 親（保護者等）氏名 案内状送付先 地区名
ふりがな

男
・
女

平成　　　年

　　月　　日

〒

電話番号

平成30年　　　月　　　日
提出期限10月22日(月)まで

◇問い合わせ先　長野市立安茂里公民館　電話026-226-4059(FAX兼用)

豊
か
な
生
活育て

ま
し
ょ
う

安
茂
里
公
民
館 

２
２
６

－

４
０
５
９


